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備
え

自
分
で
で
き
る
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予測される巨大地震で、電気・ガス・水道が止まってしまったら…。いざというときのために、
私たちは何をしておくべきなのでしょうか。今回は、今からできる「備え」を紹介します。身の
回りを見直し、実践してみてください。 詳細　防災対策課☎ 058-383-1190

いざというときのために

自分でできる備え

い
つ
起
こ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い

巨
大
地
震

　

近
年
、
全
国
で
大
規
模
な
地
震
が
頻
発

し
て
い
ま
す
。
平
成
28
年
４
月
14
日
に
発

生
し
た
熊
本
地
震
や
、
10
月
21
日
に
発
生

し
た
鳥
取
県
中
部
地
震
な
ど
で
は
、
電
気

や
ガ
ス
、
水
道
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が

長
期
間
止
ま
り
、
多
く
の
方
が
避
難
所
で

の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
暮
ら
す
各
務
原
市
で
も
、
今

後
30
年
以
内
の
発
生
確
率
が
約
70
％
と
も

い
わ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
や
、
養

老
ー
桑
名
ー
四
日
市
断
層
帯
地
震
な
ど
、

最
大
震
度
６
弱
～
６
強
の
巨
大
地
震
の
被

害
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
す
ぐ
、
災

害
へ
の
「
備
え
」
を
し
ま
し
ょ
う
。

防
災
備
蓄
倉
庫
の
中
を

見
て
み
よ
う

　

市
に
は
、
災
害
時
に
必
要
な
救
助
用
資
機

材
を
は
じ
め
、
非
常
食
な
ど
の
物
資
を
備

蓄
し
て
い
る
防
災
備
蓄
倉
庫
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
倉
庫
は
、
一
次
避
難
所
と
な
る
緑
苑

小
学
校
を
除
く
全
て
の
小
学
校
と
、稲
羽
・

緑
陽
中
学
校
の
計
18
カ
所
に
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

備
蓄
品
の
内
容
は
、
基
本
的
に
ど
の
倉

庫
も
同
じ
で
す
。
そ
の
中
の
一
つ
、
那
加

第
一
小
学
校
の
防
災
備
蓄
倉
庫
の
中
身
を

紹
介
し
ま
す
。

　

避
難
す
る
と
き
に
持
ち
出
す
も
の
を
、

自
宅
の
玄
関
先
や
職
場
の
ロ
ッ
カ
ー
な
ど

に
ま
と
め
て
置
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、職
場
と
自
宅
が
遠
い
場
合
に
は
、

歩
い
て
帰
宅
で
き
る
よ
う
自
宅
ま
で
の
経

路
を
確
認
し
て
お
き
、
歩
き
や
す
い
運
動

靴
を
置
い
て
お
く
と
よ
い
で
す
。

ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
法

　

１
週
間
分
の
食
糧
や
水
を
、
家
族
全
員

分
新
た
に
購
入
し
て
備
蓄
し
よ
う
と
思
う

と
費
用
が
か
か
り
、
期
限
が
切
れ
た
も
の

の
入
れ
替
え
も
大
変
で
す
。

　

そ
こ
で
、
普
段
か
ら
消
費
期
限
が
長
い

食
糧
を
少
し
多
め
に
購
入
し
、
期
限
が
来

る
ま
で
に
新
し
い
も
の
を
買
い
足
し
、
期

限
の
近
い
も
の
か
ら
消
費
す
る
、
ロ
ー
リ

ン
グ
ス
ト
ッ
ク
（
循
環
備
蓄
）
と
い
う
方

法
が
お
す
す
め
で
す
。

　

市
で
も
、
備
蓄
し
た
食
糧
は
賞
味
期
限

が
来
る
前
に
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
防
災

訓
練
の
救
援
物
資
配
布
訓
練
で
、
参
加
し

た
市
民
の
皆
さ
ん
に
訓
練
の
一
環
と
し
て

配
布
し
て
い
ま
す
。
食
糧
を
無
駄
に
す
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
効
率
よ
く
循
環
さ
せ

ま
し
ょ
う
。

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に

　

防
災
備
蓄
倉
庫
の
物
資
に
は
限
り
が
あ

り
、
避
難
者
が
多
く
な
る
と
、
十
分
な
量

を
ま
か
な
う
の
は
難
し
く
な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
避
難
所
で
は
、
狭
い
ス
ペ
ー

ス
の
中
で
寝
て
、
食
事
を
配
給
や
支
援
物

資
に
頼
る
な
ど
、
不
便
な
生
活
を
送
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
災
害
が
起
き
た
後
で
も
、
自

宅
が
安
全
な
状
態
で
、
必
要
な
も
の
が
備

え
て
あ
れ
ば
、
平
常
時
に
近
い
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
家
屋

の
耐
震
化
や
家
具
の
転
倒
防
止
措
置
、
普

段
か
ら
の
食
糧
の
備
蓄
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
年
齢
や
性
別
な
ど
に
よ
り
必
要

と
な
る
物
が
変
わ
り
ま
す
。
高
齢
者
の
方

は
介
護
手
帳
や
入
れ
歯
、
補
聴
器
、
女
性

は
生
理
用
品
や
防
犯
ブ
ザ
ー
な
ど
、
個
人

で
備
え
て
お
く
べ
き
も
の
も
事
前
に
準
備

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

非
常
時
を
乗
り
切
る
、

３
つ
の
備
え

□
飲
料
水
（
1.5
ℓ
程
度
）

□
非
常
食（
火
を
通
さ
な
く
て
よ
い
も
の
）

□
懐
中
電
灯　

□
携
帯
ラ
ジ
オ

□
救
急
用
品
・
常
備
薬　

□
マ
ス
ク

□
ヘ
ル
メ
ッ
ト
・
防
災
ず
き
ん
・
帽
子

□
作
業
用
手
袋　

□
簡
易
ト
イ
レ

□
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
・
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
、
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

□
ラ
イ
タ
ー
・
マ
ッ
チ　

□
運
動
靴　

□
簡
易
防
寒
具

□
タ
オ
ル
、
安
全
ピ
ン
、
ポ
リ
袋　

な
ど

□
飲
料
水
（
５
０
０
mℓ
程
度
）

□
携
帯
食（
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、キ
ャ
ン
デ
ィ
、

栄
養
補
給
・
調
整
食
品
な
ど
）

□
ホ
イ
ッ
ス
ル

□
懐
中
電
灯
（
ペ
ン
ラ
イ
ト
な
ど
）

□
携
帯
電
話（
充
電
器
や
バ
ッ
テ
リ
ー
も
）

□
身
分
証
明
書

□
マ
ス
ク

□
ハ
ン
カ
チ

□
携
帯
型
簡
易
ト
イ
レ

□
使
い
捨
て
カ
イ
ロ

□
ポ
リ
袋　

な
ど

□
飲
料
水
（
１
人
分
１
日
３
ℓ
×
７
日
）

□
非
常
食
、
保
存
食

□
懐
中
電
灯　

□
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ

□
ポ
リ
袋　

□
蓋
付
バ
ケ
ツ

□
簡
易
ト
イ
レ

□
衣
類　

□
毛
布

□
ラ
ッ
プ
（
皿
に
か
ぶ
せ
れ
ば
水
で
洗
う

必
要
が
な
く
な
る
）

□
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル　

□
ろ
う
そ
く

□
せ
っ
け
ん
・
ド
ラ
イ
シ
ャ
ン
プ
ー

□
ジ
ャ
ッ
キ
、
バ
ー
ル　

な
ど

上：避難所での食事
下：避難所のようす（鳥取県中部地震）

蓄える

食べる買い足す

このチェックリストは、阪神・淡路大震災記念人と防災未来センター (http://www.dri.ne.jp/）の「減災チェックリスト」を元に作成しました

　

こ
れ
ま
で
、
最
低
３
日
分
の
備
蓄
が
必

要
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
南
海
ト
ラ

フ
地
震
の
よ
う
な
、
大
規
模
で
広
範
囲
な

災
害
時
は
、
コ
ン
ビ
ニ
や
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
な
ど
か
ら
食
糧
が
な
く
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
普
段
か
ら
食
糧
を
多
め
に
購

入
し
、
１
週
間
分
の
備
蓄
を
し
て
あ
る
と

安
心
で
す
。
押
入
れ
や
物
置
な
ど
に
保
管

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
下
記
の

「
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
法
」
を
参
考
に
、

効
率
的
な
備
蓄
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

外
出
先
で
被
災
し
た
場
合
な
ど
に
備
え
、

い
つ
も
使
う
バ
ッ
グ
な
ど
に
入
れ
、
安
心

感
を
持
ち
歩
き
ま
し
ょ
う
。

１
次
の
備
え
　
　

非
常
用
持
ち
出
し
品

０
次
の
備
え
　
　

携
帯
品

２
次
の
備
え　
　

１
週
間
分
の
備
蓄

携
帯
で
き
そ
う
な
も
の
は

被
災
後
の
生
活
の
た
め
に

ま
ず
は
こ
こ
か
ら
！

・パーティション　30 張
・簡易トイレ　6 個
・排便用収納袋　2000 袋
・発動発電機　1 台
・投光器　４台
・生理用品　1 箱（720 パッ
ク入り）

・自転車　１台　など 

・アルファ米　1000 袋
・カンパン　1008 缶　
・ハイゼックス炊飯袋
   2000 枚

・アルミコップ　50 個
・アルミ皿　50 枚
・浄水装置　1 式
・炊き出し用大鍋　など 

　

こ
こ
で
は
、
今
か
ら
実
践
で
き
る
「
３
つ
の
備
え
」
を
紹
介
し
ま
す
。
災
害
に
備
え
、「
非

常
用
持
ち
出
し
品
（
１
次
の
備
え
）」
を
、
左
記
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
活
用
し
て
準
備

し
ま
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、
そ
の
中
か
ら
携
帯
で
き
そ
う
な
も
の
は
持
ち
歩
き
（
０
次
の
備

え
）、
自
宅
に
は
１
週
間
分
の
備
え
（
２
次
の
備
え
）
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

防災備蓄倉庫の中身

実
践
し
て
み
よ
う
！
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■
ご
用
意
い
た
だ
く
も
の

◆
平
成
28
年
中
の
収
入
金
額（
所
得
金
額
）

や
必
要
経
費
の
分
か
る
書
類
（
給
与
や
公

的
年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収
票
、
配
当
な
ど

の
支
払
通
知
書
な
ど
）
◆
各
種
控
除
に
必

要
な
領
収
書
や
証
明
書
な
ど
（
左
ペ
ー
ジ

参
照
）
◆
印
鑑
（
ス
タ
ン
プ
印
で
な
い
も

の
）
◆
昨
年
の
申
告
書
な
ど
の
控
え
◆
還

付
の
方
は
、振
込
先
（
本
人
名
義
の
口
座
）

の
口
座
番
号
が
分
か
る
も
の
◆
筆
記
用
具

◆
親
族
関
係
書
類
・
送
金
関
係
書
類
（
国

外
に
居
住
す
る
親
族
に
係
る
配
偶
者
控

除
、
配
偶
者
特
別
控
除
、
扶
養
控
除
ま
た

は
障
害
者
控
除
の
適
用
を
受
け
る
場
合
）

■
ご
注
意
く
だ
さ
い

▼
会
場
で
検
算
・
確
認
は
行
い
ま
せ
ん
▼

会
場
で
は
、
納
税
証
明
書
の
発
行
や
納
税

は
行
え
ま
せ
ん
▼
大
変
混
み
合
い
ま
す
の

　

今
回
の
確
定
申
告
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

（
個
人
番
号
）
の
記
入
が
必
要
に
な
り
ま

し
た
。
申
告
書
を
提
出
す
る
際
に
、
身
元

確
認
と
番
号
確
認
を
行
な
い
ま
す
の
で
、

左
記
の
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）カ
ー
ド
を

お
持
ち
の
方
＝
カ
ー
ド
で
番
号
と
身
元
確

認
が
可
能
で
す
。ご
自
宅
な
ど
か
ら「
イ
ー

タ
ッ
ク
ス
」
で
送
信
す
れ
ば
、
本
人
確
認

書
類
の
提
示（
写
し
の
提
出
）が
不
要
で
す

▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な

い
方
＝
「
通
知
カ
ー
ド
」
や
「
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
記
載
が
あ
る
住
民
票
の
写
し
」
ま

た
は
「
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書
」
な
ど
、

ご
本
人
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
確
認
で
き
る

書
類
１
点
と
、
運
転
免
許
証
や
公
的
医
療

保
険
の
被
保
険
者
証
な
ど
、
記
載
し
た
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
持
ち
主
で
あ
る
こ
と
を
確

認
で
き
る
書
類
１
点

■
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
の
利
用
案
内

　

消
費
税
や
地
方
消
費
税
、
所
得
税
の
確

定
申
告
、
贈
与
税
の
申
告
な
ど
、
国
税
に

関
す
る
ご
相
談
は
「
確
定
申
告
電
話
相
談

セ
ン
タ
ー
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期
間　

３
月
15
日
ま
で
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）

利
用
方
法　

左
記
番
号
に
電
話
し
て
、
自

動
音
声
案
内
に
従
い
、「
０
」を
選
択

詳
細　

岐
阜
南
税
務
署
☎
０
５
８
（
２
７

１
）
７
１
１
１

■
税
理
士
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
検
索

　

税
理
士
を
お
探
し
の
場
合
は
、
日
本
税

理
士
連
合
会
の
、「
税
理
士
情
報
検
索
サ
イ

ト
」https://w

w
w
.zeirishikensaku.jp

で
税
理
士
な
ど
の
検
索
が
で
き
ま
す
。

■
申
告
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
便
利
！

　

申
告
書
の
作
成
は
、「
国
税
庁
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
」https://w

w
w
.nta.go.jp/

の
「
確

　

平
成
28
年
分
の
所
得
税
と
復
興
特
別
所

得
税
、
個
人
事
業
者
の
消
費
税
、
地
方
消

費
税
、
贈
与
税
の
確
定
申
告
会
場
が
開
設

さ
れ
ま
す
。
会
場
で
は
パ
ソ
コ
ン
を
利
用

し
た
確
定
申
告
書
の
作
成
を
行
い
ま
す
。

■
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
会
場

期
間　

２
月
16
日
～
28
日
（
土
・
日
曜
日

は
除
く
）
の
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

場
所　

あ
す
か
ホ
ー
ル
（
那
加
桜
町
２
）

備
考　

▼
期
間
中
は
会
場
内
に
、
税
理
士

に
よ
る
「
無
料
税
務
相
談
所
」
を
開
設
し

ま
す
▼
市
役
所
で
は
所
得
税
の
申
告
書
作

成
指
導
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
▼
ご
来
場
の

際
は
、
で
き
る
か
ぎ
り
公
共
交
通
機
関
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
▼
車
で
ご
来
場
の
方

は
、
市
民
公
園
、
中
央
図
書
館
、
学
び
の

森
な
ど
の
公
共
駐
車
場
（
３
時
間
ま
で
無

料
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
▼
路
上
や
民
間

店
舗
な
ど
へ
の
駐
車
は
お
や
め
く
だ
さ
い

■
マ
ー
サ
21（
４
階
マ
ー
サ
ホ
ー
ル
）会
場

期
間　

２
月
15
日
～
３
月
15
日
（
土
・
日

曜
日
を
除
く
。
た
だ
し
、
２
月
19
日
・
26

日
（
い
ず
れ
も
日
曜
日
）
は
開
設
）
の
午

前
９
時
～
午
後
５
時
（
受
付
時
間
は
午
後

４
時
ま
で
※
混
雑
状
況
に
よ
り
、
案
内
を

早
め
に
終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

場
所　

４
階
マ
ー
サ
ホ
ー
ル
（
岐
阜
市
正

木
中
１
の
２
の
１
）

で
、
時
間
に
余
裕
を
も
っ
て
ご
来
場
く
だ

さ
い
▼
２
月
15
日
～
３
月
15
日
の
期
間

中
、
岐
阜
南
税
務
署
で
は
申
告
書
の
作
成

指
導
は
行
い
ま
せ
ん
（
作
成
済
の
申
告
書

の
提
出
は
可
能
で
す
）
▼
ご
自
身
で
確
定

申
告
書
を
作
成
し
た
方
は
、
〒
５
０
０
―

８
５
６
７
岐
阜
市
加
納
清
水
町
４
の
22
の

２
、
岐
阜
南
税
務
署
へ
郵
送
す
る
か
、
電

子
申
告
「
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
」w

w
w
.e-tax.

nta.go.jp

で
ご
提
出
く
だ
さ
い

定
申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
」https://w

w
w
.nta.go.jp/tetsuzuki/shinkoku/shot
oku/kakutei.htm

が
便
利
で
す
。初
め
て

の
方
で
も
操
作
が
し
や
す
い
画
面
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

作
成
し
た
申
告
書
は
、
印
刷
し
て
郵

送
な
ど
に
よ
り
提
出

で
き
ま
す
。
ま
た
、

「
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
」を

利
用
し
て
提
出
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

■
「
記
載
漏
れ
」
に
ご
注
意
を
！

　

平
成
25
年
分
～
49
年
分
ま
で
、
復
興
特

別
所
得
税
（
原
則
と
し
て
、
各
年
分
の
所

得
税
額
の
2.1
％
）
を
所
得
税
と
併
せ
て
申

告
・
納
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

確
定
申
告
書
の
作
成
時
、「
復
興
特
別
所

得
税
額
」
欄
の
記
載
漏
れ
が
な
い
よ
う
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

備
考　

還
付
申
告
を
含
め
、
申
告
さ
れ
る

全
て
の
方
に
つ
い
て
「
復
興
特
別
所
得
税

額
」
欄
の
記
載
が
必
要
で
す

所確 告 節定 の で申 季 す 興 特税 ・ 別復 所 税得 の

確
定
申
告
会
場
は
２
カ
所

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
入
が
必
要
で
す
！

申
３
・
15
税
ま

告
月
納
日
は
で

得

詳細　市民税課☎ 058-383-1114、岐阜南税務署☎ 058-271-7111

マーサ２１

岐
阜
環
状
線

鏡
島
大
橋

忠
節
橋

金
華
橋

岐阜清流中学校

岐阜北高校
メモリアルセンター

【会場位置図】

社
会
保
険
料
控
除

▼
国
民
年
金
保
険
料
＝
支
払
証
明
書
▼
国
民
健
康
保
険
料
・
介
護
保
険
料
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
＝
「
納
付
済
額
の
お
知
ら
せ
」
な
ど
平
成
28
年
中

に
支
払
っ
た
金
額
が
分
か
る
も
の

生
命
保
険
料
控
除

生
命
保
険
料
、
個
人
年
金
保
険
料
ま
た
は
介
護
医
療
保
険
料
の
控
除
証
明
書

地
震
保
険
料
控
除

地
震
保
険
料
の
控
除
証
明
書

寄
附
金
控
除

寄
附
先
の
団
体
か
ら
交
付
さ
れ
た
寄
附
金
の
領
収
書
、
証
明
書
な
ど

障
害
者
控
除

▼
身
体
障
害
者
手
帳
、療
育
手
帳
、精
神
障
害
者
福
祉
手
帳
▼
要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
る
人
は
「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」

医
療
費
控
除

▼
医
療
費
の
領
収
書
（
原
本
）
な
ど
▼
健
康
保
険
や
生
命
保
険
な
ど
か
ら
医

療
費
に
対
し
補
て
ん
を
受
け
て
い
る
場
合
、
そ
の
金
額
が
分
か
る
書
類
な
ど

※
健
康
保
険
に
よ
っ
て
は
高
額
療
養
費
の
申
請
時
に
領
収
書
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
先
に
高
額
療
養
費
を
申
請
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

雑
損
控
除

▼
被
災
証
明
書
▼
損
害
を
受
け
た
資
産
の
時
価
が
分
か
る
も
の
▼
災
害
関
連

支
出
の
領
収
書
な
ど

住
宅
借
入
金

等
特
別
控
除

（
平
成
28
年
中
に

入
居
し
た
方
）

▼
住
宅
取
得
資
金
に
係
る
借
入
金
の
年
末
残
高
等
証
明
書
▼
家
屋
の
登
記
事

項
証
明
書
▼
建
築
工
事
請
負
契
約
書
ま
た
は
家
屋
の
売
買
契
約
書
の
写
し

※
家
屋
の
増
改
築
を
し
た
方
は
、右
記
の
書
類
に
加
え
、建
築
確
認
済
証
（
写

し
）、
検
査
済
証
（
写
し
）
ま
た
は
増
改
築
等
工
事
証
明
書
も
必
要
で
す
。

※
家
屋
と
と
も
に
購
入
し
た
、
そ
の
敷
地
に
係
る
借
入
金
が
あ
る
方
は
、
右

記
の
書
類
に
加
え
、
敷
地
の
登
記
事
項
証
明
書
、
敷
地
の
売
買
契
約
書
（
写

し
）
も
必
要
で
す
。

各
種
控
除
に
必
要
な
書
類
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くらし　けんこうと くらし　けんこうと

　市内の小学校で理科授業の支
援活動を行う、各務原サイエン
スアシスタントを募集します。
対象　理科の教員免許を所有す
る、または理科が好き・得意な方
で、お手伝いしていただける方
内容　理科室などの環境整備、
観察・実験の準備などの支援活
動（年間計 150 時間）
賃金　1 時間 1000 円
申込と詳細　学校教育課☎ 058-
383-1118

小学校サイエンス
アシスタント募集

　県内第 2 位の規模を誇る「坊
の塚古墳」の発掘調査成果を、
市民の皆さんに公開します。
日時　1 月 29 日（日）　10:00 ～
15:00（ ① 10:30 ～ ② 13:30 ～
学芸員が説明を行います）
場所　坊の塚古墳（鵜沼羽場町 5）
備考　駐車場は鵜沼市民サービ
スセンターを利用できますが、
なるべく公共交通機関をご利用
ください
詳細　埋蔵文化財調査センター
☎ 058-383-1123

坊の塚古墳
現地説明会

　小中学生が描いた、市の文化
財や風景の絵画展を行います。
期間　

△

1 月 16 日　11:00 ～ 23
日　15:00＝産業文化センター（那
加桜町 2）

△

1 月 26 日　10:00 ～
31 日　15:00 ＝川島ライフデザ
インセンター（川島河田町）

△

2
月3日　10:00 ～ 8 日　15:00＝中
山道鵜沼宿脇本陣（鵜沼西町 1）
詳細　各務原ユネスコ協会☎ 05
8-382-5337

わたしの町の
たからもの絵画展

　広告費に多くの予算を取れな
い中小企業が、効果的な PR や
プレゼンを行う方法を、体験型
講座で学びます。
日時　1 月 25 日、2 月 8 日・15 日
いずれも水曜日　13:30 ～ 16:30

（全 3 回）
場所　産業文化センター 2 階第
3 会議室（那加桜町 2）
定員　20 人（申込順）
内容　

△

プレスリリースの方法
～中小企業がメディアに取り上
げられるには？

△

プレゼンテー
ションの方法～魅力を伝えるプ
レゼンの三大要素

△

プレゼン
テーションの方法～欲しいと言
わせるプレゼンの極意
講師　三輪知生・岐阜県よろず
支援拠点コーディネーター
詳細　産業政策室☎ 058-383-16
97

情報発信
ワークショップ

　1 月26日の「文化財防火デー」
にちなみ、防災訓練を行います。
日時　1 月 22 日（日）　9:30 ～
10:30（小雨決行）
場所　御井神社（三井町 5）
対象　地元自治会、地元消防団、
女性防火クラブなど
内容　消火器やポンプ車による
消火訓練、通報訓練など（予定）
備 考　

△

荒天時は 2 月 4 日に
延期します（当日 7:00 ～消防
情報テレホンサービス☎ 0180-
995-494 で案内）

△

1 月 26 日
には市内 11 カ所の防火査察も
行います
詳細　文化財課☎ 058-383-1475

文化財防火デー
防災訓練

　市では、55 団
体 1700 人以上
の パ ー ク レ ン
ジャーが、ボラ
ンティアで市内の道路・河川・公
園・広場などの緑化や清掃、マ
ナー指導などを行っています。
　この活動をさらに広げていく
ため、パークレンジャー大会を
開催します。
日 時　2 月 4 日（ 土 ）   13:00 ～
15:30
場所　中央図書館 4 階多目的
ホール（那加門前町 3）
定員　150 人（当日申込順）
内容　活動報告、感謝状授与、
伊藤栄一・森のなりわい研究所
長による講演
備考　参加者には記念品を贈呈
詳細　河川公園課☎ 058-383-15
33

第 15回パーク
レンジャー大会

【臨時保育士・臨時看護師・臨
時准看護師】
勤務時間　7:30 ～ 19:00 の間で
7 時間 30 分（休憩 60 分）
休日　日曜、祝日ほか（週休 2 日）
勤務場所　那加中央・中屋・尾
崎・鵜沼西・蘇原保育所
対象　看護師・准看護師・保育
士免許を有する方　
内容　3 歳未満児クラスの担任
補助など
賃 金　18 万 900 円（月額・更
新時増額あり）

【パート保育士】
勤務時間　8:30 ～ 17:00 の間（要
相談）
休日　土・日曜、祝日ほか
勤務場所　那加中央・中屋・尾
崎・鵜沼西・蘇原保育所
対象　保育士免許を有する方
内容　3 歳未満児クラスの担任
補助など
賃金　時給 1000 円

【臨時調理員】
勤務時間　

△

平日＝8:30～17:00
（休憩 60 分）

△

土曜＝ 8:30 ～ 12:00
休日　日曜、祝日
勤務場所　那加中央・中屋・尾
崎保育所
賃金　時給 860 円

【共通事項】
雇用期間　平成 29 年 4 月 1 日
～ 平 成 30 年 3 月 31 日（ 次 年
度更新あり）
定員　若干名
備考　各種保険に加入
申込と詳細　電話で子育て支援
課☎ 058-383-1154

公立保育所
臨時職員を募集

　試験日　　　面接   2月10日（金）
　受付期間   1 月13 日～27 日　8:30 ～ 17:15
　　　　　　 （土・日は閉庁日のため受付できません）

               ※郵送の場合は 1 月 26 日（木）必着

　市では、身体障がい者を対象とした、平成 29 年
度採用の臨時職員・嘱託職員を募集します。
採用予定人員　1 人
職務内容　学校用務員＝市内学校で、校内外の草刈
や清掃などの維持管理業務、来客の対応、施設・設
備の管理に必要な軽易な作業、文書の印刷
対象　以下のすべてを満たす方

△

身体障害者手帳の
交付を受けている方

△

自力で通勤ができ、介護なし
に仕事ができる方

△

口頭による面接試験に対応でき
る方
申込用紙の交付
窓口　人事課（市役所 3 階）、市民サービスセンター
郵送　封筒の表に「申込書請求」と朱書し、82 円分
の切手を貼って返信先を明記した返信用定形封筒

（長形 3 号）と連絡先を明記したもの
を同封し、人事課
インターネット　市ウェブサイトか
ら受験申込書と受験票をダウンロー
ドして A4 の白紙に印刷
申込方法　
所定の申込書と受験票に必要事項を記入し、写真を
貼って、窓口持参か郵送で提出
窓口　受付期間内に人事課へ提出
郵送　封筒の表に「受験申込」と朱書し、一般書留か
簡易書留で送付。その際、82 円分の切手を貼り返信
先を明記した返信用定形封筒（長形 3 号）を同封
申込と詳細　〒 504-8555 那加桜町 1-69、各務原市
役所人事課☎ 058-383-1111 内線 2236

身体障がい者対象

市臨時職員・嘱託職員を募集

対象　土地・家屋以外で、事業
を営むために事業用資産（構築
物、機械装置、工具、器具・備
品）を所有している方
備考　

△

事業者で申告用紙が届
いていない方、新しく資産を購
入した方、新規で事業を開始し
た方は、下記へ連絡

△

申告内容
が前年と同じ、該当資産がない、
廃業したなどの場合も、申告が
必要です
詳細　資産税課☎ 058-383-4740

償却資産の申告は
1月 31 日までに

日時　祝日を除く、月～金曜日
の 9:00 ～ 16:00
場所　産業文化センター 7 階相
談室（那加桜町 2）
対象　悩み、心配事をもつ市内
在住の児童生徒または保護者
申込と詳細　祝日を除く、火～
金曜日の 13:00 ～ 16:00 に、あ
すなろ教育支援センター☎ 058-
383-1487

あすなろ教育相談

絶対やめよう！飲酒運転

交通事故発生状況（12月21日現在）

前年比
人身事故 558 件 － 29 件
死者 7 人 2 人
負傷者 722 人 － 82 人
物損事故 5043 件 57 件

　後期高齢者医療保険料の納付
方法には、年金天引による「特
別徴収」と、納付書や口座振替
による「普通徴収」があります。
　75 歳で後期高齢者医療制度
に加入した初年度は「普通徴収」
となります。口座振替を希望す
る方は、金融機関での手続きが
必要です。今まで国民健康保険
料を口座振替で納付していた方
も手続きが必要ですので、ご注
意ください。

【1 月に後期高齢者医療になっ
た方】
　1 月に 75 歳を迎えるなどで
後期高齢者医療になった方は、
3 月に 3 カ月分（一括）の保険
料の納付書が送付されます。高
額になる場合もありますので、
ご注意ください。
　次年度以降の納付方法は、市
からの通知書を確認し、納め忘
れのないようお願いします。
詳細　医療保険課☎ 058-383-11
28

後期高齢者医療
保険料の納付

日時　2 月 3 日（金）　13:30 ～
場所　総合福祉会館（那加桜町2）
対象　65 歳未満の障がい者（主
に精神）の方や家族
内容　 ▽日常生活の困り事相談

▽各種福祉サービスの情報提供
申込と詳細　地域活動支援セン
ター・ザールせいすい☎ 058-23
5-6080

障がい者就労体験・
就労相談
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くらし　けんこうと くらし　けんこうと

　災害発生時、ペットの安全を
守るには、日ごろの備えが大切。
迷子札やマイクロチップなどの

「所有者明示」を心がけましょう。
　また、避難所で他の人の迷惑
にならないように、むやみに吠
えない、ケージに慣れておくな
どのしつけを行いましょう。
詳細　岐阜保健所☎ 058-380-30
03

ペットも災害に
備えましょう

　来年度、中学校へ入学する児
童（平成 16 年 4 月 2 日～平成
17 年 4 月 1 日生まれの方）の
ご家庭に、入学通知書を１月中
にお届けします。
　入学通知書が 1 月中に届かな
い場合や、次のような場合は学
校教育課までご連絡ください。△

国立、私立の中学校、特別支
援学校などの中学部へ入学する△

住所、氏名などに誤りがある△

住所などを変更した、または
入学日までに住所などを変更す
る予定がある

△

他市町村発行の
入学通知書がある

△

病気、その
他やむを得ない理由のため、就
学猶予・免除を希望する
詳細　学校教育課☎ 058-383-11
18

中学校の
入学通知書を送付

【使ってください】

▽二段ベッド ▽折りたたみベッ
ド ▽ベビーベッド ▽電子オルガ
ン ▽学習机 ▽ゴルフセット（女
性用） ▽ファンヒーター ▽やぐ
らごたつ ▽将棋盤（駒なし）

【さがしています】

▽ 婦人用自転車 ▽ オイルヒー
ター ▽子ども用玩具（トランポ
リン・ジャングルジム） ▽家庭
用学習教材（リコー製磁気プ
レーヤー） ▽石油ストーブ
備 考　 ▽ 12 月 19 日現在の状
況 ▽ 一部のみ掲載、詳しくは、
市ウェブサイトをご覧ください
詳細　環境政策課☎ 058-383-42
30

登録はお電話で
不用品交換銀行

対象　市内在住で、60 歳以上
の健康な方

【入会説明会】
日時・場所　 ▽ 1 月 17 日、2 月
7 日・21 日、3 月 7 日・21 日、
4 月 4 日・18 日、5 月 2 日・16 日、
6 月 6 日・20 日　いずれも火曜
日　15:00 ～＝東亜町会館（那
加東亜町） ▽ 2 月 8 日、3 月 8 日、
4 月 5 日、6 月 7 日　いずれも水
曜日　15:00 ～＝鵜沼福祉セン
ター（鵜沼羽場町）
詳細　市シルバー人材センター
☎ 058-371-2300

シルバー人材
センター会員募集

　口座振替の申込をすると、指
定の口座から各納期限日に自動
的に振替納付されるため、納め
忘れもなく大変便利です。ぜひ
ご利用ください。

【口座振替の申込】
預貯金口座のある市指定の金融
機関で申し込んでください

【振替口座の変更】
取扱金融機関や引き落し口座、
口座名義人を変える場合は、「新
規」として申し込んでください

【口座振替の廃止】
口座振替の必要がなくなった場
合や、口座を解約するときは、
金融機関で廃止手続きをしてく
ださい

【口座振替の開始】
口座振替は、申込月の翌々月以
降の月末納期分から開始・変更・
廃止となります。1 月中に新規
申し込みをした場合は、3 月以
降の月末納期分から開始されま
す
備考　

△

保育料・学童保育料（放
課後児童クラブ利用料）、住宅
使用料、下水道事業受益者負担
金は、ゆうちょ銀行の利用はで
きません

△

残高不足で口座振替
ができなかった場合は、金融機
関などで直接納めていただきま
す

△

保険料の年金天引きなど、
口座振替をご利用できない場合
もあります

△

市税、国民健康保
険料、後期高齢者医療保険料、
介護保険料は「口座振替はがき」
による申込も可能です。ただし、
ゆうちょ銀行は利用できません
詳細　

△

市税＝税務課☎ 058-
383-4703

△

国民健康保険料＝
医療保険課☎ 058-383-1112

△

後期高齢者医療保険料＝医療保
険課☎ 058-383-1128

△

保育料・
学童保育料＝子育て支援課☎
058-383-1154

△

水道料金・下

市税などの納付は
口座振替で

水道使用料＝環境水道部総務課
☎ 058-383-7113

△

介護保険料
＝介護保険課☎ 058-383-1778△

岐阜中流用水使用料＝農政
課☎ 058-383-1129

△

下水道事
業受益者負担金＝下水道課☎
058-383-7114

△

住宅使用料＝
建築指導課☎ 058-383-1482

　平成 28 年中に納付された国
民健康保険料・介護保険料・後
期高齢者医療保険料の納付済額
のお知らせを、1 月下旬に送付
します。
　所得税の確定申告、または市
民税・県民税の申告の際に社会
保険料控除の参考資料としてご
利用ください。
詳細　 ▽ 国民健康保険料＝医
療保険課☎ 058-383-1112 ▽ 介
護保険料＝介護保険課☎ 058-
383-1778 ▽ 後期高齢者医療保
険料＝医療保険課☎ 058-383-11
28

「保険料納付済額の
お知らせ」の送付

　防衛省の「岐阜飛行場周辺消防
施設設置助成事業」を受け、西部
方面消防署に配備されました。
　市初の、水を 2000L 積載で
きる CAFS 装置（圧縮空気泡消
火装置）搭載の消防車です。
詳細　救急指令課☎ 058-382-35
96

水槽付消防ポンプ
自動車を配備

期日　2 月 4 日（土）
場所　ふれあい福寿会館（岐阜
市薮田南 5）

【司法書士による高齢者･障がい
者のための成年後見相談会】
時間　10:00 ～ 16:00
詳細　県司法書士会事務局☎
058-246-1568

【成年後見制度に関する説明会
「成年後見制度について学ぼう」】

時間　13:30 ～ 15:30
備考　事前予約が必要です
詳細　成年後見センター・リー
ガルサポート岐阜県支部☎ 058-
259-7118

成年後見
相談会・説明会

日程　2 月 19 日（日）　 ▽講習Ⅲ
（小児）＝9:00 ～ 12:00 ▽ 講習Ⅰ
（成人）＝ 13:00 ～16:00 ▽ 講習
Ⅱ（成人）＝13:00～17:00
場所　消防本部（那加桜町 1 ）
定員　各 20 人（申込順）
持参品　筆記用具、飲料水
備考　 ▽修了証を発行します ▽

対象の詳細はお問い合わせ
申込と詳細　2 月 17 日までに
電話で救急指令課☎ 058-382-
3596

受講して備えよう
普通救命講習

日 時　3 月 4 日（ 土 ）　9:30 ～
16:40、5 日（日）   9:15 ～ 15:00
場所　中央ライフデザインセン
ター（蘇原中央町 3）
対象　市内在住・在勤の方
定員　60 人（申込順）
費用　4000 円（当日支払）
申込と詳細　1 月 27 日～ 2 月
24 日に、申込書に写真（縦 3.5
㎝×横 3 ㎝）1 枚を添えて、最
寄りの消防署または予防課☎
058-382-3137

甲種防火管理
新規講習

【AutoCAD LT 基 礎・ 応 用（ 夜
間 8 日コース）】
期間　1 月 18 日～ 27 日（8 日間）
費用　2 万 5920 円

【SOLIDWORKS 基礎】
期間　1 月 30 日～ 31 日（2 日間） 
費用　2 万 160 円

【AutoCAD LT 土木基本編】
期日　2 月 1 日（水） 
費用　5760 円

【共通事項】
備考　市内の方の費用（市・県
減免適用後。大企業は除く）
詳細　VR テクノセンター☎ 05
8-379-6370

テクノプラザ
CAD研修

　小中学生の登下校時間を中心
に、不審者から子どもたちを守
るボランティア活動です。
　「できるときに  できることを
楽しみながら」を合言葉に、あ
いさつや会話を通して、ふれあ
いを深めてみませんか。
　地域の力で子どもたちを守り
育てましょう。
申込と詳細　青少年教育課内青
少年育成市民会議事務局☎ 058-
383-1484

参加しませんか
通学路見まもり隊

最優秀賞　山瀧怜珠（中央１）、市原
佐和子（八木山 2）、関澤来実（蘇一
3）、伊藤杏南実（稲西 4）、髙井陽
介（稲西 5）、宮崎愛理（蘇一 6）
優秀賞　宇野玲翔（鵜三 1）、武
富凛（陵南 1）、松本珠侑（那加三
2）、杉山菜々子（鵜二 2）、森
菜摘（稲西 3）、菅原那月（稲東
3）、木田竣介（那加二 4）、菅原
優里（八木山 4）、近藤舞（尾崎
5）、田上楓夏（稲東 5）、佐々木
愛実（川島 6）、横山志保（鵜二 6）
詳細　まちづくり推進課☎ 058-
383-1997

小学生交通安全作文
表彰者（敬称略）

　65 歳以上の方を対象に、簡単
なレクリエーションや体操を行
う、つどいの場を開設します。
　事前の申込は不要です。都合
のよい日に、お友達などとご参
加ください。
日程　 ▽ 2 月 13 日（月）・27 日

（月）＝総合福祉会館（那加桜町
2） ▽ 7 日（火）・21 日（火）＝
川島健康福祉センター（川島松
原町） ▽ 14 日（火）・28 日（火）
＝稲羽コミュニティセンター（上
戸町 3） ▽ 1 日（水）・15 日（水）
＝蘇原コミュニティセンター（蘇
原野口町1） ▽ 8日（水）・22日（水）
＝鵜沼福祉センター（鵜沼羽場
町 1）
時間　いずれも 10:00 ～ 11:00
対象　65 歳以上の方
定員　各 35 人程度（当日申込順）
持参品　運動ができる服装、室
内用運動靴、タオル、飲み物、
生涯学習手帳（お持ちの方）
申込と詳細　高齢福祉課☎ 058-
383-2124

2 月の「らくらく
体操ひろば」
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くらし　けんこうと くらし　けんこうと

医療機関 医療機関 詳細

休日に
急病のとき

2 月の休日急病診療所
☎ 058-383-9151（時間内）

那加桜町 2、総合福祉会館内／ 5 日（日）・11 日（土・祝）・12 日（日）・
19 日（日）・26 日（日）
いずれも 9:00 ～ 11:30、13:00 ～ 15:30 ／内科・小児科

2 月の歯科救急当番
（市外局番は、記載のない

  ものは☎ 058）

2 月 5 日（日）／いまお歯科クリニック☎ 379-6555 ／各務おがせ町 5
2 月 11 日（土・祝）／しらき歯科医院☎ 370-1001 ／鵜沼各務原町 3
2 月 12 日（日）／杉本歯科☎ 382-2827 ／那加前洞新町 3
2 月 19 日（日）／川島歯科医院☎ 0586-89-3090 ／川島河田町
2 月 26 日（日）／横山歯科医院☎ 382-0366 ／成清町 3
いずれも 9:00 ～ 15:00（開設日の診療時間中のみ )

夜間に
お子さんが
急病のとき

小児夜間急病センター
☎ 058-251-1101

岐阜市鹿島町 7-1（岐阜市民病院内）／月～土曜日（祝日を除く）
19:30 ～ 8:00 ／小児科（対象は 15 歳以下）

岐阜市休日急病センター
☎ 058-253-7277（時間内）

岐阜市鹿島町 7-1（岐阜市民病院内）／日曜日・祝日・年末年始
19:00 ～ 23:00（受付は 22:30 まで）／内科・小児科

小児急病センター
☎ 058-246-1111

岐阜市野一色 4-6-1（岐阜県総合医療センター救急外来）
小児科（対象は 15 歳以下）

電話で案内 救急医療情報センター
☎ 058-382-3799

年中無休 24 時間対応。症状に応じて医療機関を電話で案内します。
情報提供後、マイカーなどで受診してください。

受診の際は、保険証、後期高齢者医療被保険者証、福祉医療費受給者証、健康手帳などを持参してください。

休日や夜間などの
急病のときは

期日　2 月 16 日（木）
受付時間　9:20 ～ 10:00（整理
券を 9:00 ～配布）
場所　総合福祉会館（那加桜町2）
対象　平成 27 年2 月の出生児
内容　ブラッシング指導、幼児
期の食事・栄養・育児などの相談
持参品　子どもの歯ブラシ、コッ
プ、タオル、母子健康手帳、歯
の健康手帳、2 歳児歯科教室問
診票（記入してお持ちください）
備考　駐車料の補助があります
詳細　健康管理課☎058-383-1115

2 歳児歯科教室

　認知症の方やその家族、地域
の方が集まる「認知症カフェ」
を開催します。申込は不要です。

【オレンジカフェ八木山】
日時　1 月 26 日（木）13:00 ～
15:00
場所　ささえあいの家（つつじ
が丘 4）
詳細　カーサ ･ レスペート☎
058-385-3912

【こころカフェ  ぽかぽか】
日時　毎週土曜日　10:00～12:00
場所　NPO 福祉サポートセン
ター各務原東隣（鵜沼三ツ池町 5）
費用　200 円
詳細　かかみ野☎ 058-384-8844

【くすり博物館オレンジカフェ】
日時 　1 月 21 日（土）　13:00 ～
15:30
場所　内藤記念くすり博物館（川
島竹早町）
内容　植物園温室の見学、認知
症カフェ
詳細　エーザイ川島工園☎ 058
6-89-3115

1 月の
認知症カフェ

　市民の健康維持のため、各種
検診を行っています。受診する
際は、直接、市内指定医療機関
へお申し込みください。
実施期間　2 月 28 日まで

【ヤング健診】
対象　18 歳～ 39 歳（年度末年齢）
内容　身体測定、血液検査、尿
検査、血圧測定、心電図、便潜
血検査（オプション検査）
費用　500 円

【肝炎ウイルス】
対象　40 歳以上で、過去に検
査を受けていない方
内容　血液検査（B・C 型肝炎ウ
イルス）
費用　500 円

【結核検診（無料）】
対象　65 歳以上（年度末年齢）
内容　胸部エックス線検査

【歯周病検診】
対象　次の期間生まれの方 ▽昭
和 20 年 4 月 2 日～ 21 年 4 月 1 日

▽昭和 25 年 4 月 2 日～ 26 年 4
月 1 日 ▽ 昭和 30 年 4 月 2 日～
31 年 4 月 1 日 ▽昭和 35 年 4 月
2 日～ 36 年 4 月 1 日 ▽昭和 40 年
4 月 2 日～ 41 年 4 月 1 日 ▽昭和
45 年 4 月 2 日～ 46 年 4 月 1 日

▽昭和 50 年 4 月 2 日～ 51 年 4 月
1 日 ▽ 昭和 55 年 4 月 2 日～ 56
年 4 月 1 日 ▽ 昭和 60 年 4 月 2
日～ 61 年 4 月 1 日 ▽ 平成 2 年
4 月 2 日～ 3 年 4 月 1 日 ▽平成
7 年 4 月 2 日～ 8 年 4 月 1 日
内容　口腔内診査
費用　300 円

【共通事項】
実施期間　2 月 28 日まで
場所　市内指定医療機関
備考　職場などで受診可能な方
や各検診対象疾患の治療中、経
過観察中の方は対象外
詳 細　健康管理課☎ 058-383-
1116

お済みですか？
各種検診

【マタニティー広場 3】
期日　2 月 4 日（土）
内容　お産について、
パパにできること、妊
婦体験、お世話体験

【マタニティー広場 4】
期日　2 月 20 日（月）
内容　先輩ママ・赤ちゃんとの
交流、子ども館の説明・見学、
相談窓口・健診の紹介、助産師
さんに聞いてみよう

【共通事項】
時間　9:30 ～ 11:30
場所　総合福祉会館（那加桜町 2）
対象　分娩予定日が平成 29 年
4 月～ 6 月の妊婦と夫
持参品　母子健康手帳、母子健
康手帳別冊「あすか」、筆記用具、
動きやすい服装、バスタオル 2
枚（マタニティー広場 3 のみ）
備考　駐車料の補助があります
申込と詳細　健康管理課☎ 058-
383-1115

マタニティー広場

日時　2 月 9 日（木）　13:40 ～
15:00
場所　総合福祉会館（那加桜町 2）
備考　予約が必要です
申込と詳細　岐阜保健所健康増
進課☎ 058-380-3004

精神科医による
こころの健康相談

日時　 ▽ 2 月 3 日（金）＝那加・
稲羽・川島・蘇原地区在住の方

▽ 2 月 10 日（金）＝鵜沼地区在
住の方　いずれも 9:30 ～ 11:00
場所　総合福祉会館（那加桜町 2）
備考　 ▽予約が必要です ▽駐車
料の補助があります
詳細　健康管理課☎058-383-1115

ことばの相談

期日 　2 月 17 日（金）
受付時間　9:30 ～ 10:30
場所　総合福祉会館（那加桜町 2）
対象　乳幼児
内容　身体計測、育児相談
持参品　母子健康手帳
詳細　健康管理課☎058-383-1115

のびのび測定

日時　2 月 21 日（火）　9:30 ～
10:30
場所　総合福祉会館（那加桜町 2）
内容　生活習慣病予防などの健
康相談、血圧測定、尿検査など
持参品　健康手帳
備考　予約が必要です
申込と詳細　健康管理課☎ 058-
383-1116

２月の健康相談

市ふるさと福祉村
意見交換交流会

日時　1 月 21 日（土）　13:30 ～
場所　中央図書館 4 階多目的ホー
ル（那加門前町３）
定員　169 人（当日申込順）
内容　講演「在宅医療連携～地
域で支える認知症～」宮﨑渉（な
ぎクリニック院長）、意見交換
交流会
詳細　ふるさと福祉村・山田☎
058-389-1414

障がい者 110 番
研修会

　自傷行動など行動面でのつま
づきとそのメカニズム、家族の
関わり方や薬との付き合い方な
ど 4 つの視点から、皆さんと一
緒に考えていきます。
日時　2 月 19 日（日）　10:00 ～
14:30
場所　総合福祉会館（那加桜町 2）
定員　 ▽ 講演会＝ 80 人 ▽ 相談
会＝3人（申込順）
内容　講演「わかってほしい本
人からのサイン」井川典克・いか
わクリニック院長、個別面接相
談会
申込と詳細　県手をつなぐ育成
会☎ 058-253-8062

精神障がい者
グループワーク

　日中どこかに通ってみたい、
友達を作りたい、誰かと話した
いなど楽しいひと時を過ごした
い方は一度ご相談ください。
　事前に書類申請が必要です。
日時　毎月第 1 金曜日　10:00 ～
11:30
場所　総合福祉会館（那加桜町 2）
対象　市内在住で精神科病院に
通院している方　
内容　外出、調理、茶話会など
申込と詳細　社会福祉課☎ 05
8-383-1252

【麻しん・風しん 2 期】
対象　小学校就学前の 1 年間

（年長児）
【ジフテリア・破傷風（DT）2 期】

対象　小学 6 年生。小学 6 年生
時未接種者（12 歳）の方で接種
希望の方は健康管理課へ

【共通事項】

▽市内指定医療機関で予約 ▽原
則、保護者の同伴が必要 ▽親族
などが同伴する場合、同伴者の
同意をもって保護者の同意とす
る旨の委任状の提出が必要 ▽そ
の他、定期予防接種も実施中
詳細　健康管理課☎058-383-1115

子どもの
定期予防接種
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カルチャー カルチャー

　新春を感じさせる作品と、マー
ケット日和の「遠藤泉女ワーク
ショップー墨と遊ぶー」で参加者
の皆さんと制作した作品を併せて
紹介します。
期間　1 月 21 日～ 2 月 5 日　10:00
～ 17:00（23 日・30 日は休館）
場所　中央図書館 3 階展示室 A（那加門前町 3）

M
U
S
IC 市民会館・文化ホールの

コンサート / イベント

市民会館・文化ホール
☎ 058-389-1818

〒 504-0813 蘇原中央町 2-1-8
㊡月曜日（祝日を除く）

■音楽発表会
日時　2 月 5 日（日）　　① 10:00 ～② 12:00 ～（いず
れも開場は 15 分前）
場所　文化ホール
詳細　キルシェ総合教育研究所・寺本☎ 090-7314-
0110
■市民会館ホワイエコンサート
　「木管五重奏による世界をめぐる旅」
日時　2 月 16 日（木）　12:30 ～（開
場 12:00）
場所　市民会館ホワイエ（ロビー）
定員　約 100 人（申込順）
出演　山田ゆりあ（フルート）、小
室真美（オーボエ）、玉井真紀子（ク
ラリネット）、野村和代（ファゴッ
ト）、纐纈博巳（ホルン）
費用　大人 300 円、中学生以下無料
備考　未就学児の入場はご遠慮ください
申込と詳細　事前に電話などで市民会館

親子でチャレンジ！講座　「太鼓でトン
トン♪ワイワイ♪ドラムサークル」K

ID
S

　アフリカの太鼓などを使って、リズムを楽しむ遊
びです。楽器をさわったことがない人も大歓迎！
日時　2 月 12 日（日）　10:00 ～ 11:30
対象　年少～小学 6 年生の子ど
もと保護者
定員　10 組（抽選）
費用　大人 300 円
講師　松尾志穂子・ドラムサークルファシリテーター
申込　1 月 31 日（必着）までに、「講座名、参加者全
員の氏名、子どもの学年、住所、電話番号」を明記し、
メール chuolife@city.kakamigahara.gifu.jp、または往
復はがきで中央ライフデザインセンター（窓口申込
の場合は、はがき 1 枚持参）

中央ライフデザインセンター
☎ 058-389-1820　

C
U
LT
U
R
E

ママだけの特別な時間！
「子育てママの自分磨き講座」

　毎日忙しくて、自分のことが考えられない…。そ
んなあなたも、心のエピソードを引き出すカードを
使って、心の整理をしてみませんか。自分にとって
理想のライフスタイルをゆっくり考える時間を作り
ます。リラックスヨガもお楽しみに。
日時　2 月 10 日・24 日、3 月 10 日・24 日　いずれ
も金曜日　19:00 ～ 20:30（全 4 回）
対象　大学生までの子どものいる女性
定員　16 人（抽選）
費用　1200 円（4 回分）
講師　伊藤惠・女性活躍推進ナビゲー
ター・キャリアトランプ ® 認定講師、
ミキ・ヨガインストラクター
備考　 ▽お子さんの同伴も可（講座中は別室で託児）

▽リラックスヨガは 3 月 10 日
申込　1 月 31 日（必着）までに、「講座名、参加者
の氏名、住所、電話番号、託児を希望する場合は、
子どもの氏名、学年または年齢」を明記し、メール
chuolife@city.kakamigahara.gifu.jp、または往復はが
きで中央ライフデザインセンター（窓口申込の場合
は、はがき 1 枚持参）

C
U
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U
R
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夫婦でチャレンジ講座
「家庭の薬膳ランチ」

　スーパーなどにある身近な食材を使い、簡単に作
れる薬膳料理を国際薬膳師に学びます。夫婦で薬膳
の話を聞きながら、料理を楽しんで、普段の健康に
役立てましょう。
日時　2 月 19 日（日）　10:00 ～ 13:00
定員　24 人（応募者多数の場合は夫婦での申込を
優先し、抽選）
費用　1 人 800 円（受講料 300 円、材料費 500 円）
講師　田辺ユミ・国際薬膳師
申込　2 月 7 日（必着）までに、

「講座名、参加者全員の氏名、
住所、電話番号」を明記し、
メール chuolife@city.kakamiga
hara.gifu.jp、または往復はが
きで中央ライフデザインセン
ター（窓口申込の場合は、は
がき 1 枚持参）

〒 504-0813 蘇原中央町 2-1-8    
㊡月曜日、祝日

東ライフデザインセンター・青年館
☎ 058-384-0507

C
U
LT
U
R
E

自分へのご褒美にも♪
仕事帰りに手作りスイーツ

■ハートのデコロールでバレンタイン
　かわいいハートのデコロールを
作ります。作ったケーキは箱に入
れて、丸ごとお持ち帰りできます。
日時　2 月 8 日（水）　19:00 ～21:00
講師　奥村里美
■はじめてさんのおしゃれスイーツ
　全粒粉のスコーンとイチジクの
焼き菓子を作ります。作った焼き
菓子はお持ち帰り。
日時　3 月 2 日（木）　19:00 ～21:00
講師　山本智子

【共通事項】
対象　市内在住または在勤で、35 歳以下の勤労青年
定員　16 人（申込順）
費用　1300 円（受講料 300 円、材料費 1000 円）
備考　28 年度青年館利用未登録の方は、別途 300 円
が必要となります
申込と詳細　1 月 20 日　18:30 ～、費用を持参し直接、
東ライフデザインセンター青年館

　たまに手作りするなら、家族の健康や自分の美容
をサポートしてくれるベジチョコケーキはいかがで
すか？ハートのメッセージプレートも手作りで。
日時　2 月 10 日（金）　10:00 ～
13:00
定員　14 人（抽選）
講師　廣瀬麻紀
費用　1500 円（受講料 300 円、材料費 1200 円）
申込　1 月 27 日　10:00 ～、費用を持参し、東ライ
フデザインセンター（10:00 の時点で定員を超えた
場合はその場で抽選）

C
U
LT
U
R
E

動物性食品や白砂糖を使わない！
「バレンタインベジチョコケーキ講座」

〒 504-0912 那加桜町 2-186 産業文化センター 6 階
㊡土・日曜日、祝日

市が所蔵する絵画作品などを一般公開
「2016 所蔵絵画展」A

R
T

いきいき楽習課
☎ 058-383-1042

S
TA
G
E 文化協会自主事業　「That's  が～まるちょば 

SHOW! ＋ロッケンロールペンギン」

　モヒカン・スーツ姿で会場を爆笑の渦に巻き込む
エンターテイメントショーをたっぷりとお楽しみく
ださい。
日時　3 月 4 日（土）　14:00 ～

（開場 13:30）
場所　村国座（各務おがせ
町 3）
出演　が～まるちょば
費用　3000 円（全席自由）
チケット販売　1 月 20 日　
10:00 ～、いきいき楽習課

（産業文化センター 6 階）、市民会館、チケットぴあ
（Ｐコード 455-669）

備考　4 歳未満のお子さんの入場はご遠慮ください

　花びらから手作りする、バッグホルダーキーリン
グを作ります。
日時　3 月 4 日（土）　10:00 ～ 12:00
定員　10 人（そのうち 4 人は、
市内在住または在勤で 35 歳以下
の勤労青年優先枠、一般は原則
6 人まで）
講師　坂井さやか
費用　1300 円（受講料 300 円、材料費 1000 円）
申込　1 月 21 日　10:00 ～、費用を持参し、東ライ
フデザインセンター（10:00 の時点で定員を超えた
場合はその場で抽選）

〒 509-0145 鵜沼朝日町 3-163-2   
㊡月曜日、祝日

C
U
LT
U
R
E

青年・成人合同短期講座
「オトナかわいい  私だけのアクセサリー」

※写真はイメージです

13　　広報各務原1月 15日号 広報各務原1月 15日号　　12



カルチャー カルチャー

　寒い季節に心がほっこりと温まる、世界に１つだ
けのオリジナルメッセージカードやリース、キャン
ドル作りに挑戦してみませんか。１人での参加も大
歓迎です。
日時・内容　① 2 月 21 日（火）　9:00 ～ 12:00 ＝紙
すき② 22 日（水）　9:30 ～ 11:00 ＝紙ひもリース③
23 日（木）　9:30 ～ 11:30 ＝風船キャンドル④ 24
日（金）　9:30 ～ 11:00 ＝グラスキャンドル
対象　市内在住・在勤の方（年少児未満の方の入場
はご遠慮ください）
定員　各 30 人（申込順）
費用　① 150 円② 300 円③ 120 円④ 120 円
備考　持参品については申込時にお伝えします
申込　1 月 17 日　9:00 ～2 月 19 日　17:00 に、「氏
名、連絡先、参加する日、参加人数」を電話で少年
自然の家

中央図書館
☎ 058-383-1122

B
O
O
K あなたのまちへ図書館がやってくる

2 月の移動図書館さつき号

■中央図書館　 ▽ 防災・ボランティアの本展＝ 1 月
14 日～ 3 月 12 日
■川島ほんの家　寒い冬でもあたたかく＝ 1 月 14 日
～ 2 月 19 日
■中央ライフデザインセンター図書室　風邪を撃退
する！＝ 1 月 14 日～ 2 月 23 日
■もりの本やさん　 ▽今年は何する？抱負きっかけ
本＝ 2 月 12 日まで ▽ ハッピーバレ
ンタイン 1 月 14 日～ 2 月 12 日 ▽歴
史って面白い＝ 1 月 14 日～ 2 月 23
日 ▽ おはなしたいむによんだえほん
＝ 1 月 20 日～ 2 月 23 日

B
O
O
K 旬の本・話題の本を展示

図書館展示コーナー

　点検期間中は、すべてのサービスを停止します。
　休館中は、各館のブックポストに返却してくださ
い。ただし、CD や大型絵本など、壊れやすいものは、
上記以外の期間に窓口へ返却してください。

IN
FO 2 月 21 日～ 23 日は、中央図書館・川島

ほんの家は蔵書点検のため休館します

〒 504-0911 那加門前町 3-1-3
㊡ 1/13・16・23・30、2/6・13・20 ～24・27

〒 509-0143 鵜沼小伊木町 4-213
㊡月曜日、祝日

N
A
TU
R
E

12 月から始まった人気の企画です！
「市民自然体験　クラフト体験Ⅳ」

N
A
TU
R
E

■ 2 月のプラネタリウム
日時　2 月 12 日（日）　10:00 ～ 11:00
内容　地震はなぜ起きる、冬の星雲・星団めぐり
費用　100 円
備考　途中入場はできません
■出張天体観察会
日時　2 月 4 日（土）　19:00 ～ 20:00（雨天・曇天
時は中止）
場所　尾崎小学校グラウンド（尾崎南町 3）
内容　冬の星座、月、プレアデス星団などの観察

冬の星空を見てみよう
2 月のプラネタリウム・天体観察会

少年自然の家
☎ 058-370-5280

期日 場所・時間（滞在時間は 30 分・※は 40 分）

1日
（水）

真墨田神社（9:40 ～）、貞照寺（10:30 ～）、加佐
美神社（13:40 ～）、おがせ公園（14:30 ～）

2 日
（木）

つつじが丘ふれあいセンター①（9:40 ～）、鵜沼台
中央公園（10:30 ～）、尾崎市民サービスセンター
前（13:40 ～）、桐野町ふれあいセンター※（14:20 ～）

3 日
（金）

清住町公民館（9:40 ～）、月丘団地西側（10:30 ～）、
JA 西市場跡地（13:40 ～）、尾崎公園※（14:20 ～）

7 日
（火）

鵜沼東福祉センター（9:40 ～）、新鵜沼台コミュニ
ティセンター①※（10:20 ～）、稲羽東福祉センター

（13:40～）、東ライフデザインセンター①※（14:20 ～）

8 日
（水）

川島笠田町公民館（9:40 ～）、川島市民サービスセ
ンター※（10:20 ～）、大佐野町公民館（13:40 ～）、
三井山官舎①※（14:20 ～）

9 日
（木）

東山ニュータウンふれあい集会所（9:40 ～）、三ツ池町
３丁目（ヴァンデュール各務原前）（10:30 ～）、成清
町公民館（13:40 ～）、稲羽西福祉センター ※（14:20 ～）

10 日
（金）

稲羽地区体育館（9:30 ～）、琴が丘ふれあい会館
※（10:20 ～）、丸子町ふれあいセンター（13:40 ～）、
鵜沼福祉センター（14:30 ～）

14 日
（火）

弓道場（9:30 ～）、松が丘松田公園※（10:20 ～）、
つつじが丘ふれあいセンター②※（13:40 ～）、中
山道鵜沼宿駐車場（14:30 ～）

15 日
（水）

出前図書館（依頼募集中）、柿沢ふれあいセンター
（14:30 ～）

16 日
（木）

那加地区体育館（9:30～）、東ライフデザインセンター②
※（10:20～）、各務原区コミュニティセンター（13:30～）、
新鵜沼台コミュニティセンター②※（14:20 ～）

17 日
（金）

三井山官舎②※（9:40 ～）、稲羽ふれあいセンター
（10:30～）、そはらふれあいセンターそらーら（13:40～）、

各務福祉センター（14:30 ～）

28 日
（火）

大伊木町ふれあいセンター（9:40 ～）、鵜沼南町会
館（10:30 ～）、大野町公民館（13:30 ～）、慈光園
※（14:20 ～）

　移動図書館「さつき号」は、最大 3000 冊の本を
載せて、市内 41 カ所のステーションを月に 1 回ま
たは 2 回巡回します。
　貸出に必要な利用カードはその場で発行。1 人 30
冊まで、約 1 カ月間借りるこ
とができます。ぜひ一度、お
近くのステーションまでお越
しください。

　自然の紙原料を使って、すかしの入った趣のある
和紙はがきを作ります。また、家族で協力してかま
どを作り、野外で豆腐田楽と五平餅を作りましょう。
けんちん汁も振る舞われます。
日時　3 月 5 日（日）　9:00 ～ 15:30
対象　年少～大学生の子どもを含む 2 人以上の家族

（年少児未満の方の入場はご遠慮
ください）
定員　15 組（抽選）
費用　大人 1100 円、子ども 800 円
申込　2 月 18 日（必着）までに、

「参加者全員の氏名、ふりがな、
性別、住所、年齢（3 月 5 日現
在）、電話番号、キャンセル待ち
の有無」を記入のうえ、はがき
で少年自然の家

N
A
TU
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E

ファミリーデー③「春のわくわくデー！
～和紙はがき・豆腐田楽・五平餅づくり～」

〒 504-0912 那加桜町 2-186 産業文化センター 4 階    
㊡祝日

西ライフデザインセンター
☎ 058-383-1121

C
U
LT
U
R
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プロに学ぶ　
家庭でできる「かんたんクリーニング」

　衣替えに備えて、冬の間着用したお気に入りのお
しゃれ着の洗濯の仕方や、衣類についた黄ばみの取
り方を学びます。
日時　2 月 7 日（火）　13:30 ～ 15:30
定員　20 人（抽選）
講師　前島斉・京技術修染修復師
費用　400 円（受講料 300 円、材料費 100 円）
持参品　ニットの洗濯物、バスタオル、洗い桶、ビ
ニール袋、ハンガー
申込　1 月 21 日　10:00 ～、受講料を持参して西ラ
イフデザインセンター（10:00 の時点で定員を超え
た場合はその場で抽選）

〒 501-6025 川島河田町 1028-1
㊡月曜日、祝日

K
ID
S

日時　2 月 18 日（土）　10:00 ～ 11:30
対象　4 ～ 6 歳の子どもとその保護者
定員　20 組（申込順）
講師　つみきのとよちゃん
費用　300 円（当日支払）
持参品　飲み物、動ける服装
申込　1 月 25 日　9:00 ～、電
話または直接、川島ライフデ
ザインセンター

親子で一緒に！積木ワークショップ
～ 10000 個の積み木で遊ぼう～

和菓子職人が基本から伝授
「ほんのり甘く 春の和菓子作り」講座

川島ライフデザインセンター
☎ 0586-89-3686

　うぐいす餅や桜餅など、家庭でも気軽に作れて、季
節を感じられる和菓子を作ります。
日時　2 月 14 日（火）　9:30 ～ 12:00
場所　川島健康福祉センター（川島松原町）
定員　20 人（申込順）
講師　信田充康・（株）餅信代表取締役
費用　900 円（当日支払）
申込　1 月 24 日　9:00 ～、電話または直接、川島
ライフデザインセンター

C
U
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U
R
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②① ③ ④
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KIDS in Kakamigahara

楽
し
い
情
報
と
笑
顔
を
お
届
け
！

毎月15日号に掲載

さ
く
ら
（
那
加
桜
町
２
、
総
合
福
祉

会
館
２
階
）
☎
０
５
８
（
３
８
３
）

７
６
１
３　

木
・
祝
日
休

あ
さ
ひ
（
鵜
沼
朝
日
町
３
）
☎
０
５

８
（
３
７
０
）
０
５
０
０　

月
・
祝

日
休

う
ぬ
ま
東
（
鵜
沼
東
町
６
）
☎
０
５

８
（
３
７
９
）
１
１
７
７　

木
・
祝

日
休

そ
は
ら
（
蘇
原
野
口
町
１
、
蘇
原
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
２
階
）
☎

０
５
８
（
３
８
３
）
５
２
８
５　

月
・

祝
日
休

か
わ
し
ま
（
川
島
松
原
町
、
川
島

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
）
☎

０
５
８
６
（
８
９
）
２
６
３
４　

土
・

日
・
祝
日
休

子
ど
も
館
（
開
館
９
時
～
17
時
）

る
と
、
ぼ
く
も
幸
せ
な
気
分
に

な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

一
緒
に
仕
事
を
し
た
子
と

も
、
同
じ
グ
ル
ー
プ
の
一
年
生

の
子
と
も
協
力
し
て
仲
よ
く
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
だ

か
ら
、
よ
り
仲
よ
し
が
深
ま
っ

た
こ
と
を
実
感
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

こ
の
鵜
ニ
っ
子
祭
り
で
、
ぼ

く
は
、
相
手
の
気
持
ち
を
考
え

る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し

た
。
だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
行

事
で
も
、
卒
業
式
に
向
け
て
の

取
り
組
み
で
も
、そ
し
て
、ず
っ

と
続
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

で
も
、
思
い
や
り
の
気
持
ち
を

大
切
に
し
て
精
一
杯
が
ん
ば
っ

て
や
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

文
・
６
年　

太
田
聡さ

と
るさ
ん

みんななかよしの鵜二っ子祭り
鵜沼第二小学校

　

私
た
ち
は
、
主
に
保
健
所
か

ら
殺
処
分
対
象
の
犬
猫
を
保
護

し
、
里
親
さ
ん
を
探
し
て
い
ま

す
。
き
っ
か
け
は
、約
15
年
前
、

あ
る
放
浪
犬
と
の
出
会
い
で
し

た
。
こ
の
放
浪
犬
と
の
出
会
い

か
ら
、
保
健
所
で
行
わ
れ
る
犬

猫
の
殺
処
分
の
多
さ
を
知
り
、

少
し
で
も
多
く
の
命
を
救
い
た

い
と
の
思
い
か
ら
、
こ
の
活
動

を
始
め
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
徐
々
に
メ
ン
バ
ー

が
増
え
、
２
０
０
５
年
に
、「
各

務
原
飼
い
主

探
し
隊
」
を

立
ち
上
げ
ま

し
た
。
現
在

は
、
８
人
の

メ
ン
バ
ー
と

協
力
者
数
人
で
、犬
猫
の
保
護
、

保
護
犬
猫
の
預
か
り
飼
育
、
譲

渡
会
で
の
里
親
さ
ん
の
募
集
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
定
期
の
譲
渡
会
以

外
に
も
、
９
月
に
は
尾
北
看
護

専
門
学
校
で
譲
渡
会
・
バ
ザ
ー
、

10
月
に
は
御み

ざ
く
ら
の
さ
と

桜
乃
里
居
宅
介
護

事
業
所
で
譲
渡
会
・
ふ
れ
あ
い

会
・
バ
ザ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

　

定
期
譲
渡
会
は
、
月
1
回
、

土
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

事
前
に
ブ
ロ
グ
で
参
加
す
る
子

た
ち
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
、
気
に
な
る
子
が
い
た
ら
会

い
に
来
て
く
だ
さ
い
。
会
場
で

は
、
保
護
し
た
犬
猫
た
ち
が
新

し
い
家
族
を
待
っ
て
い
ま
す
。

【
定
期
譲
渡
会
】

日
時　

１
月
21
日
、２
月
18
日
、

３
月
11
日
、
４
月
15
日　

い
ず

れ
も
土
曜
日　

午
後
１
時
30
分

～
４
時

場
所　

ペ
ッ
ト
霊
園
愛
の
森（
那

加
扇
平
）

詳
細　

森
☎
０
９
０
（
５
１
０

８
）
８
３
８
０

各務原
飼い主探し隊

　

ぼ
く
の
小
学
校
最
後
の
「
鵜

ニ
っ
子
祭
り
」は
、と
て
も
思
い

出
深
い
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
鵜
二
っ
子
祭
り
」と
い
う
の

は
、
鵜
沼
第
二
小
学
校
の
児
童

会
行
事
で
す
。
２
年
生
以
上
の

各
学
級
で
工
夫
し
た
ゲ
ー
ム
を

つ
く
り
、
ペ
ア
学
年
の
グ
ル
ー

プ
で
回
っ
て
遊
ぶ
と
い
う
も
の

で
す
。

　

ぼ
く
た
ち
の
ク
ラ
ス
が
考
え

た
の
は
、「
だ
っ
出
ゲ
ー
ム
」
で

す
。
た
く
さ
ん
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

を
ク
リ
ア
し
て
、
ゴ
ー
ル
を
目

指
し
ま
す
。

　

店
番
を
す
る
時
に
は
、
ぼ
く

は
ス
プ
ー
ン
を
預
か
る
係
を
し

ま
し
た
。
と
中
か
ら
、
人
手
が

少
な
い
係
の
仕
事
も
手
伝
い
ま

し
た
。
次
々
に
来
る
グ
ル
ー
プ

ご
と
に
問
題
を
変
え
な
く
て
は

い
け
な
い
の
で
大
変
で
し
た
。

し
か
も
、
ず
っ
と
説
明
役
で
立

ち
っ
ぱ
な
し
で
し
た
。
で
も
、

仲
間
と
協
力
し
て
や
り
と
げ
た

と
き
に
は
、「
来
て
く
れ
た
子

に
楽
し
ん
で
も
ら
え
て
よ
か
っ

た
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
グ
ル
ー
プ
で
回
る
と

き
に
は
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、

次
に
ど
こ
へ
行
く
か
を
考
え
た

り
、
一
年
生
の
子
が
誰
一
人
迷

子
に
な
ら
な
い
よ
う
に
連
れ
て

行
っ
た
り
と
、一
瞬
も
気
を
抜
く

ひ
ま
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

で
も
、
一
年
生
の
子
が
楽
し
そ

う
に
し
て
い
る
表
情
を
見
て
い

大橋那奈子さん｜「障がいの理解啓発パンフレット」表紙イラスト最優秀賞

　

イ
ラ
ス
ト
の
中
に
は
、
満
面

の
笑
顔
を
浮
か
べ
る
さ
ま
ざ
ま

な
境
遇
の
人
。「
笑
顔
は
万
人

共
通
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
だ
と
思
う
ん
で
す
」と
、

イ
ラ
ス
ト
を
手
が
け
た
大
橋
那

奈
子
さ
ん
は
ほ
ほ
笑
ん
だ
。

　

岐
阜
市
が
主
催
し
た
、「
障

が
い
の
理
解
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
」
の
表
紙
イ
ラ
ス
ト
コ
ン
テ

ス
ト
、
一
般
の
部
で
大
橋
さ
ん

の
作
品
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し

た
。「
最
優
秀
賞
な
ん
て
人
生

初
め
て
。ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
」

と
受
賞
の
瞬
間
を
振
り
返
る
。

　

大
橋
さ
ん
は
、
筋
力
が
低
下

す
る
難
病
「
先
天
性
ミ
オ
パ

チ
ー
」
の
た
め
、
小
学
生
か
ら

車
い
す
生
活
を
送
る
。

　

現
在
は
、
自
身
も
通
っ
た
長

良
特
別
支
援
学
校
で
、
作
業
補

助
員
と
し
て
生
徒
の
教
材
や
掲

示
物
、イ
ラ
ス
ト
な
ど
を
作
成
。

廊
下
や
教
室
に
は
、
大
橋
さ
ん

の
描
い
た
生
徒
や
教
員
の
似
顔

絵
や
イ
ラ
ス
ト
、
手
書
き
の
文

字
な
ど
が
元
気
い
っ
ぱ
い
に
並

び
、「
お
か
げ
で
校
内
が
明
る

く
な
っ
た
」
と
周
り
の
教
員
や

生
徒
は
口
を
そ
ろ
え
る
。

　

病
気
の
た
め
、
絵
を
描
く
と

き
は
親
指
・
中
指
・
薬
指
の
３

本
の
指
で
鉛
筆
を
持
つ
。
描
く

力
も
弱
い
た
め
、
濃
い
色
を
出

す
に
は
、
同
じ
場
所
を
何
度
も

何
度
も
な
ぞ
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
れ
で
も「
絵
は
、
自
分

が
で
き
る
こ
と
に
気
付
か
せ
て

く
れ
た
大
切
な
も
の
」
と
苦
に

な
ら
な
い
と
い
う
。

　
「
以
前
、
通
り
す
が
り
の
人

か
ら「
か
わ
い
そ
う
に
」と
言
わ

れ
ま
し
た
。
障
が
い
が
あ
る
こ

と
は
、
私
の
個
性
の
一
つ
。
不

便
は
あ
っ
て
も
不
幸
じ
ゃ
な

い
」。
大
橋
さ
ん
は
言
葉
に
力

を
込
め
る
。

　

各
務
原
の
小
学
校
で
、
障
が

い
者
を
理
解
す
る
た
め
の
授
業

の
講
師
も
務
め
る
大
橋
さ
ん
。

「
障
が
い
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ

で
き
た
こ
と
、
出
会
え
た
人
も

い
る
。
障
が
い
も
多
様
性
の
一

つ
だ
と
受
け
取
っ
て
ほ
し
い
」

と
、
イ
ラ
ス
ト
と
同
じ
、
輝
く

笑
顔
を
見
せ
た
。

OHASHI Nanako
手にするのが、受賞したイラストを
使用した冊子。東海学院大学では心
理学を学んだ。那加桐野町在住。

笑顔のパワーを、大好きなイラストに込めて

ば
ぁ
ば
・
じ
ぃ
じ
と
あ
そ
ぼ
う
・

「
１
才
お
め
で
と
う
事
業
」

　

1
歳
に
な
っ
た
お
子
さ
ん
を

子
ど
も
館
で
お
祝
い
し
ま
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

▽
２
月
21
日（
火
）＝
か

わ
し
ま
▽
22
日（
水
）＝
あ
さ
ひ

▽
23
日（
木
）＝
そ
は
ら
▽
28
日

（
火
）＝
さ
く
ら　

い
ず
れ
も
11

時
～
11
時
30
分
（
う
ぬ
ま
東
子

ど
も
館
は
、
移
転
工
事
の
た
め

休
館
）

場
所　

市
内
全
子
ど
も
館

対
象　

市
内
在
住
の
平
成
28
年

１
月
１
日
～
31
日
生
ま
れ
の
子

備
考　

案
内
状
の
入
っ
た
封
筒

と
、
同
封
の
引
換
券
を
持
参

２
月
の
あ
か
ち
ゃ
ん
あ
つ
ま
れ

　

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
遊
ん
だ

り
、
お
母
さ
ん
同
士
で
交
流
し

た
り
し
て
、
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
せ
ん
か
。
気
軽
に
遊
び

に
来
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

▽
２
月
14
日（
火
）＝
そ

は
ら
▽
15
日（
水
）＝
さ
く
ら
・

か
わ
し
ま
▽
21
日（
火
）＝
あ

さ
ひ　

い
ず
れ
も
14
時
～
15
時

（
う
ぬ
ま
東
子
ど
も
館
は
、
移

転
工
事
の
た
め
休
館
）

対
象　

１
歳
未
満
の
お
子
さ
ん

と
そ
の
保
護
者

絵
本
タ
イ
ム

　

子
ど
も
館
で
は
、平
日
の「
み

ん
な
で
あ
そ
ぼ
」
の
時
間
に
、

「
絵
本
タ
イ
ム
」を
設
け
て
い
ま

す
。
お
子
さ
ん
は
、
お
気
に
入

り
の
絵
本
を
お
母
さ
ん
の
膝
の

上
で
読
ん
で
も
ら
い
、
温
か
い

親
子
の
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。
絵
本
を
通
し
た
親
子
の
ふ

れ
あ
い
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
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作　

・
大
堀
一
志

挿
絵
・
廣
江
貴
子

各
務
原
飛
行
場
百
年
物
語

グッジョブ！
市内でイキイキと働く、「グッジョブ！」
な皆さんをご紹介するコーナーです。

今
月
の
グ
ッ
ジ
ョ
ブ
！
さ
ん

　
大
学
で
は
教
員
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
が
、

同
じ
「
人
に
教
え
る
」
仕
事
で
あ
る
、
教
習
指

導
員
の
道
へ
進
み
ま
し
た
。

　
教
習
で
は
、
試
験
に
通
る
た
め
で
は
な
く
、

免
許
取
得
後
に
、「
公
道
で
通
用
す
る
」
運
転
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
意
識
し
て
指
導
し

て
い
ま
す
。
卒
業
し
た
教
習
生
が
、学
校
に
「
免

許
取
れ
た
よ
！
」
と
報
告
に
来
て
く
れ
た
と
き

は
、
す
ご
く
嬉
し
い
で
す
ね
。

　
教
習
生
は
、
理
解
度
も
技
術
も
一
人
一
人
違

う
の
で
、
ど
う
や
っ
た
ら
伝
わ
る
か
考
え
、
工

夫
し
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、ゴ
ー

ル
の
な
い
仕
事
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
後
は
、
さ
ら
に
大
型
二
輪
や
二
種
を
指
導
す

る
た
め
の
資
格
も
取
る
つ
も
り
で
す
。

　12月3日、中央ライフデザインセンターで、「クリス
マスのアイシングクッキー」講座が開催されました。
【市民カメラマン：尾﨑傑さん】
小春日和の料理教室で、自己紹介の後、早速アイ
シングに取りかかりました。受講者のママ 16 人
は、あらかじめ用意されたクッキーの表面に、か
わいいデコレーションを楽しみます。１つ１つ出
来上がるクッキーは、食べるのが惜しくなるよう
な芸術的な仕上がりでした。

サンタさん、プレゼントありがとう！

チョコっと気をつけて運転を 宇宙でつながる国際交流

サンタクロース保育所訪問

年末交通安全県民運動 国際協会 30周年記念講演会

子育てママの料理講座

　各務原国際協会と、市内の３ロータリークラブ
の協力で、市内保育所にサンタクロースが訪れ、
子どもたちと一緒にクリスマスパーティーを楽し
みました。
　サンタに扮したのは、市国際交流員のヴァン
ミーターさん。12月15日には蘇原保育所を訪れ、
子どもたちと一緒に歌や踊りを楽しみました。最
後にプレゼントを手渡すと、子どもたちは「サン
キュー」と、満面の笑顔で受け取りました。

　12 月 11 日～ 20 日に、年末の「交通安全県民
運動」が実施され、市内各地で交通安全を啓発す
るさまざまな行事が行われました。
　12 日には、「まぁーチョコっと作戦」と題し、
けやき通りでドライバーにチョコレートやチラシ
を配布。各務原警察署や交通安全協会などのメン
バーのほか、市マスコットキャラクターのららら
もお手伝いし、「チョコっと早めのライト点灯を」
や、「死亡事故ゼロ」を呼びかけました。

　12 月 10 日、あすかホールで創立 30 周年を迎
えた各務原国際協会の記念事業が行われ、宇宙飛
行士の山崎直子さんの講演会が開催されました。
「宇宙でつながる国際交流」がテーマの講演では、
宇宙飛行士の訓練や、宇宙での体験も話され、来
場者は興味深そうに耳を傾けていました。
　また、会場の外では、国際協会などのブース展
示や、英語絵本の読み聞かせも行われ、国際交流
について学ぶよい機会となりました。

　
竹
男
は
母
の
問
い
か
け
か
ら
逃
げ
る
よ
う

に
し
て
風
呂
場
へ
急
い
だ
。
風
呂
の
中
で
竹

男
は

（
毅
君
、
何
や
ら
社
会
主
義
の
仲
間
に
入
っ

た
と
か
青
年
部
で
聞
い
た
が
、
や
っ
ぱ
本
当

ら
し
い
。
社
会
主
義
も
分
か
ら
ん
が
、
あ
の

赤
旗
っ
て
何
や
ろ
う
。
危
な
い
こ
と
し
と
る

ん
や
な
い
か
）

と
、
自
分
の
こ
と
の
よ
う
に
不
安
に
な
っ
て

来
た
。

「
湯
加
減
は
ど
う
や
」

　
い
つ
も
の
母
の
声
だ
っ
た
。

― 

つ
づ
く
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夕
飯
も
早
々
に
済
ま
せ
、
竹
男
は
自
分
の

部
屋
で
急
い
で
毅
か
ら
の
小
包
を
開
い
た
。

中
か
ら
は
新
聞
が
二
部
と
手
紙
が
出
て
き

た
。
そ
の
新
聞
は
手
作
り
し
た
ガ
リ
版
刷
り

の
も
の
で
『
赤
旗
』
と
い
う
題
字
が
大
き
く

目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
。
そ
し
て
、
見
出
し

に
は
『
万
国
の
労
働
者
よ
団
結
せ
よ
』
と
書

か
れ
て
い
た
。
竹
男
は
咄
嗟
に
元
の
よ
う
に

包
み
紙
に
包
ん
だ
。

（
母
や
姉
に
見
ら
れ
て
は
な
ら
ん
）

　
そ
う
判
断
し
た
竹
男
は
、
何
気
な
い
素
振

り
を
作
っ
て
居
間
に
胡あ

ぐ
ら坐
を
か
い
た
。

「
何
や
っ
た
、
小
包
み
」

　
洗
い
物
を
し
な
が
ら
、
母
は
思
っ
た
通
り

の
こ
と
を
聞
い
て
き
た
。

「
い
や
。
本
と
手
紙
」

「
ほ
う
か
。
毅
君
、
い
や
毅
さ
ん
て
言
わ
な

あ
か
ん
か
。
い
ま
何
し
て
み
え
る
の
」

「
ま
ん
だ
学
校
や
。
大
学
生
。
わ
し
、
風
呂

入
る
わ
」

【これまでのあらすじ】昭和3年（1928年）の稲葉郡蘇原村。農会青年部で、平田竹男はイモの商品化を提案。幼馴染の民子の助け
　　　　　　　　　　　舟もあって、会で受け入れられる。農会から帰った竹男を待っていたのは、東京の友人・毅からの小包だった…

藤堂志保さん
那加自動車学校
（那加西那加町）

教
習
で
大
事
に
し
て
い
る
の
は
、
最

初
と
最
後
の
あ
い
さ
つ
。
気
持
ち
を

切
り
替
え
、
教
習
に
集
中
で
き
る

ウオッチ

WATCH

市民カメラマンフォトルポ市民カメラマンフォトルポ
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パッチワークキルト
「祝い」

知人からもらった、キルトのポーチのかわいらしさに惹

かれて制作を始め、30年以上になります。パッチワーク

キルトの魅力は、手縫いだからこそ出せるふんわりとし

た温かさ。端切れをつなぐことで、大きなものは 2ｍ以

上もの大きさになります。今後は、着物の生地などを使っ

た作品にも挑戦していきたいですね。 喜多川由美子さん
（蘇原花園町）

CITY
GALLERY

一針一針、心を込めて繋いでいく

「各務原市公式 L
ラ イ ン

INE」で、子育て・イベント、
「元気ッズ」募集などの情報を逃さずゲット！

右のQRコードから、または
「@kakamigahara」で検索！

毎日笑顔と幸せをありがとう。これからもた

くさん思い出作ろうね。

（雄士さん・寛子さん、鵜沼東町）

食べること、肩車、にじいろカメレオン…。

大好きをどんどん増やしていこうね。

（隆之さん・聖子さん、那加不動丘）

泉　英
えいすけ

輔ちゃん（H27.7.12 生）白井　夢
ゆめの

乃ちゃん（H27.8.1 生）

環境保護のため、
植物インキを
使用しています。

各務原市の
人口・世帯

人口｜ 14 万 8560 人（男　7万 3485 人・女　7万 5075 人）

世帯｜ 5万 8426 世帯　　　　　平成 28 年 12 月 1日現在
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